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息
子
４
人
が
社
会
人
と
な
り
、
ま
た
そ

れ
ぞ
れ
に
家
庭
を
持
ち
、
一
応
親
の
務
め

を
終
え
て
ホ
ッ
と
し
た
お
正
月
、
箱
根
駅

伝
を
見
て
い
て
無
性
に
走
り
た
く
な
り
ま

し
た
。

　

何
と
な
く
こ
れ
か
ら
の
生
き
方
を
模
索

し
て
い
た
の
だ
と
お
も
い
ま
す
。
早
速
若

い
友
人
に
コ
ー
チ
を
頼
み
、
や
が
て
2
人
で
け
や
き
通
り
レ
デ
ィ
ー

ス
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
5
㎞
を
走
り
ま
し
た
。
以
来
10
有
余
年
す
っ
か
り

魅
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
を
は
じ
め
年
に
何
度
も
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
柄
を
楽

し
み
な
が
ら
、
の
ん
び
り
走
っ
て
い
ま
す
。
無
理
を
し
な
い
の
で
故

障
も
少
な
い
で
す
。
目
標
は
笑
顔
で
ゴ
ー
ル
！　

だ
か
ら
そ
ん
な
仲

間
の
集
い
が
美
笑
会
の
由
来
で
す
。
で
も
の
ん
び
り
ラ
ン
と
は
言
え

普
段
の
体
調
管
理
は
大
事
で
す
。
食
事
に
も
気
を
配
り
身
体
の
変
化

に
も
敏
感
に
な
り
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
で
は
途
中
苦
し
く
て
も
足
を
止
め
ず
、
諦
め
な
け
れ
ば
必

ず
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
け
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
目
標
は
違
い
ま
す
が
、

私
は
各
地
の
美
味
し
い
食
べ
物
や
お
も
て
な
し
エ
ー
ド
の
堪
能
と
、

ラ
ス
ト
1
㎞
位
を
川
内
君
に
な
っ
た
気
分
で
（
但
し
笑
顔
で
）
ス
パ

ー
ト
す
る
事
で
す
。
走
っ
た
後
の
お
風
呂
や
お
し
ゃ
べ
り
、
宴
会
は

最
高
で
す
。

　

達
成
感
は
全
て
に
良
い
影
響
を
与
え
る
の
か
、
身
も
心
も
要
ら
な

い
も
の
が
整
理
さ
れ
、
ス
リ
ム
に
な
り
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
立
て
る
事
に
感
謝
し
、
ゴ
ー
ル
の
後
は
な
お
感
謝
で
す
。
家
で
は

忘
れ
て
い
く
母
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
孫
の
来
訪
や
成
長
を
楽
し
み

つ
つ
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
の
お
仕
事
、
ま
た
福
岡
市

の
手
話
通
訳
者
に
登
録
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
元
気
を
貰
い
、
お

か
げ
で
若
い
頃
よ
り
今
の
方
が
元
気
で
す
。

　

さ
ぁ
今
度
は
何
処
を
走
ろ
う
か
な
？

今
、一
番
元
気

く
に
よ
し

た
え 

こ

國
吉　

妙
子

（
美
笑
会
主
宰
）

散 歩 道
浜中海岸
（日本海）

庄
内
空
港
に
程
近
く
、ア
ク
セ
ス
も
よ
く
、日
本
海
に
沈
む
夕
日
が
と
て
も
美
し
い
海

岸
で
す
。そ
こ
に
位
置
す
る
浜
中
あ
さ
り
海
水
浴
場
は
、テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
も
な
く
視
界

い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
大
海
原
と
白
い
砂
浜
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
美
し
い
海
水
浴
場
で

す
。遠
浅
で
波
も
穏
や
か
で
雄
大
な
鳥
海
山
を
眺
め
な
が
ら
泳
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

創立1955年　医療法人  西福岡病院ご自由にお持ち帰り下さい。

一般病院認定

827

828829

830

西
福
岡
病
院
の
理
念

西
福
岡
病
院
の
理
念

地
域
の
人
々
に
信
頼
さ
れ
る

納
得
と
安
心
の
医
療
・
介
護
・

福
祉
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。
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体
験
活
動
協
会
Ｆ
Ｅ
Ａ　
理
事
長

谷　
正
之

　
か
つ
て
は
「
三
峰
の
霊
山
」
と
言
わ

れ
た
鹿
部
山
（
59
ｍ
）。
西
の
峰
だ
け

に
な
っ
た
が
、
樹
齢
４
０
０
年
の
ク
ロ

ガ
ネ
モ
チ
の
巨
木
な
ど
健
在
だ
。
古
賀

駅
か
ら
出
発
す
る
。

　
分
岐
①
を
左
折
し
、
す
ぐ
の
「
駅
東

１
丁
目
」
標
識
が
あ
る
分
岐
②
を
右
へ

行
く
。
花
鶴
丘
郵
便
局
を
過
ぎ
、「
花

鶴
小
学
校
入
口
」
標
識
が
あ
る
分
岐
③

も
、
そ
の
ま
ま
直
進
す
る
。
間
も
な
く

駅
か
ら
15
分
程
で
分
岐
④
に
着
く
。

　
左
折
し
、
正
面
の
鳥
居
を
く
ぐ
り
、

石
段
を
上
る
。
数
分
で
皇
石
神
社
に
着

く
。
ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ
や
イ
チ
ョ
ウ
の
巨

木
が
あ
る
。

　
境
内
を
抜
け
る
と
ト
イ
レ
、
水
道
が

あ
る
。
や
や
き
つ
い
階
段
の
坂
を
上
る

と
展
望
所
が
出
て
く
る
。
さ
ら
に
数
分

上
る
と
展
望
台
、
ト
イ
レ
、
鹿
部
山
経

筒
の
碑
な
ど
が
あ
る
所
に
出
る
。

　
展
望
台
か
ら
は
玄
界
灘
に
浮
か
ぶ
相

島
な
ど
の
島
々
が
見
渡
せ
る
。
展
望
台

横
の
石
段
か
ら
入
り
、
山
道
を
歩
く
。

分
岐
④
か
ら
約
10
分
で
頂
上
に
到
着
す

る
。
雑
木
林
の
中
で
眺
望
は
な
い
。

　
分
岐
④
ま
で
来
た
道
を
引
き
返
し
、

舗
装
さ
れ
た
平
坦
な
道
を
南
西
へ
進

む
。「
J
R
し
し
ぶ
駅
０
・
4
㎞
」
標

し
し　
　
ぶ　
　

や
ま

鹿
部
山 〈
古
賀
市
〉

超
低
山
散
歩
13

ぶ
ら
り

             

し
し 

ぶ  

や
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
お
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
ょ
う

づ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
い
の

し
ま

特　集

訪
問
看
護
師
っ
て
何
す
る
人
？

あ
れ
ば
子
ど

も
か
ら
高
齢

者
、
す
べ
て

の
人
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

◆
訪
問
看
護
は
誰
に
相
談
し
た
ら

受
け
ら
れ
ま
す
か
？

　
受
診
し
て
い
る
医
療
機
関
、
お

近
く
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
各
機
関
で
ご
相
談
に
の
り
ま

す
。

◆
訪
問
看
護
で
は
ど
ん
な
人
が
来

て
く
れ
ま
す
か
？

　
看
護
師
な
ど
の
医
療
の
専
門
職

が
訪
問
し
ま
す
。

◆
訪
問
看
護
師
は
、
ど
の
く
ら
い

の
時
間
、
何
回
来
て
く
れ
ま
す

か
？

　
介
護
保
険
の
場
合
と
医
療
保
険

の
場
合
と
で
変
わ
り
ま
す
。

【
介
護
保
険
の
場
合
】

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
一
回
の

訪
問
時
間
は
20
分
30
分
60
分
90
分

の
4
区
分
が
あ
り
ま
す
。

【
医
療
保
険
の
場
合
】

　
通
常
、
週
3
回
ま
で
で
、
1
回

の
訪
問
時
間
は
、
30
分
か
ら
90
分

で
す
。

　
ど
の
く
ら
い
訪
問
す
れ
ば
よ
い

か
御
相
談
し
な
が
ら
決
め
ま
す
。

◆
訪
問
看
護
の
費
用
は
ど
れ
く
ら

い
か
か
り
ま
す
か
？

　
費
用
の
自
己
負
担
は
保
険
の
種

類
や
所
得
・
年
齢
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

　
原
則
1
〜
3
割
が
自
己
負
担
で

す
。

・
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

・
高
額
療
養
費
制
度

・
公
費
負
担
医
療
制
度　
な
ど

　
自
己
負
担
が
軽
く
な
る
制
度
も

あ
り
ま
す
。

◆
訪
問
看
護
だ
け
で
在
宅
療
養
で

き
ま
す
か
？

　
訪
問
看
護
師
は
、保
健
・
医
療
・

福
祉
・
行
政
・
福
祉
用

具
や
医
療
機
器
の
専
門

職
、
さ
ら
に
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と

連
携
し
て
24
時
間
体
制

で
利
用
者
の
在
宅
療
養

を
支
え
ま
す
。

　
在
宅
療
養
を
支
え
る

訪
問
看
護
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
訪
問
看
護
と
は
、
主
治
医
の
指

示
を
受
け
、
訪
問
看
護
師
が
御
自

宅
に
訪
問
し
て
、
利
用
者
様
の
病

気
や
障
が
い
に
対
し
て
健
康
状
態

の
悪
化
防
止
や
回
復
に
向
け
て
お

手
伝
い
を
行
い
ま
す
。

例
え
ば
、

　
「
退
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
け

ど
、
管
が
入
っ
た
ま
ま
家
に
帰
る

の
は
不
安
で
…
」

　
「
最
期
は
自
宅
で
過
ご
し
た
い

と
本
人
は
望
ん
で
い
ま
す
が
、
急

変
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
」

　
「
子
ど
も
に
障
が
い
が
あ
る
の

で
す
が
、
私
た
ち
だ
け
で
世
話
で

き
る
か
不
安
で
…
」

　
そ
ん
な
不
安
に
対
し
て
訪
問
看

護
師
が
お
応
え
し

ま
す
。

◆
訪
問
看
護
師
は

ど
ん
な
看
護
を
し

て
く
れ
ま
す
か
？

　
住
み
慣
れ
た
ご

自
宅
で
病
気
や
障
が
い
の
療
養
生

活
を
送
る
こ
と
は
、
病
院
で
の
療

養
生
活
と
は
異
な
り
精
神
的
に
安

心
感
が
あ
る
反
面
、
医
療
設
備
が

整
っ
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
不

安
も
あ
り
ま
す
。
訪

問
看
護
師
が
訪
問
す

る
こ
と
で
、
異
常
を

早
期
発
見
し
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆
ど
ん
な
人
が
訪
問

看
護
を
受
け
ら
れ
ま

す
か
？

　
主
治
医
の
指
示
が

相
徳
　
か
お
り

あ
い

と
く

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

訪
問
看
護
師

退院する事になったけど
管が入ったまま家に帰る

のは不安で…

最期を自宅で過ごしたいと
本人は望んでいますが、
急変したらどうしよう

子どもに障がいがあるの
ですが、私たちだけで
世話できるか不安で…

看護には このような
ものがあります

健康状態の観察健康状態の観察

リハビリテーションリハビリテーション

病状悪化の防止・回復病状悪化の防止・回復

療養生活の相談とアドバイス療養生活の相談とアドバイス

点滴・注射などの医療処置点滴・注射などの医療処置

主治医、ケアマネジャー、薬剤師
歯科医師との連携など
主治医、ケアマネジャー、薬剤師
歯科医師との連携など

痛みの軽減や服薬管理痛みの軽減や服薬管理

緊急時の対応緊急時の対応

看護には このような
ものがあります

827

828829

830

● 生きがい　6月号



▲クロガネモチの巨木（皇石神社）

識
が
あ
る
分
岐
⑤
が
現
れ
る
。
右
折
し

て
住
宅
街
の
中
を
歩
い
て
い
る
と
、
25

分
位
で
し
し
ぶ
駅
に
辿
り
着
く
。

範
　
　
囲

歩
行
距
離

歩
行
時
間

一
口
メ
モ

　
　
　
　
　
古
賀
市
鹿
部
山
公
園

　
　
　
　
　
２
・
９
㎞

　
　
　
　
　
50
分

　
　
　
　
　
鹿
部
山
公
園
内
に
は
散
策

路
も
整
備
さ
れ
、
サ
ク
ラ
、
カ
エ
デ
、

ウ
メ
な
ど
も
植
栽
さ
れ
て
い
る
。

鹿
部
山
公
園

分岐②

分岐③

分岐④

分岐⑤

分
岐
①

↓至 小倉

↓ 至 博多

展望所

展望台

花鶴丘郵便局

花鶴小

鳥
居ク
ロ
ガ
ネ
モ
チ

皇
石
神
社

WC

WC

〈古賀橋〉〈Ｐ.534〉

古賀駅

ししぶ駅

鹿部山
（59m）

ししぶやま

〈スタート〉

〈ゴール〉

花鶴
3号公園
WC

あ
れ
ば
子
ど

も
か
ら
高
齢

者
、
す
べ
て

の
人
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

◆
訪
問
看
護
は
誰
に
相
談
し
た
ら

受
け
ら
れ
ま
す
か
？

　
受
診
し
て
い
る
医
療
機
関
、
お

近
く
の
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な

ど
各
機
関
で
ご
相
談
に
の
り
ま

す
。

◆
訪
問
看
護
で
は
ど
ん
な
人
が
来

て
く
れ
ま
す
か
？

　
看
護
師
な
ど
の
医
療
の
専
門
職

が
訪
問
し
ま
す
。

◆
訪
問
看
護
師
は
、
ど
の
く
ら
い

の
時
間
、
何
回
来
て
く
れ
ま
す

か
？

　
介
護
保
険
の
場
合
と
医
療
保
険

の
場
合
と
で
変
わ
り
ま
す
。

【
介
護
保
険
の
場
合
】

　
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
一
回
の

訪
問
時
間
は
20
分
30
分
60
分
90
分

の
4
区
分
が
あ
り
ま
す
。

【
医
療
保
険
の
場
合
】

　
通
常
、
週
3
回
ま
で
で
、
1
回

の
訪
問
時
間
は
、
30
分
か
ら
90
分

で
す
。

　
ど
の
く
ら
い
訪
問
す
れ
ば
よ
い

か
御
相
談
し
な
が
ら
決
め
ま
す
。

◆
訪
問
看
護
の
費
用
は
ど
れ
く
ら

い
か
か
り
ま
す
か
？

　
費
用
の
自
己
負
担
は
保
険
の
種

類
や
所
得
・
年
齢
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。

　
原
則
1
〜
3
割
が
自
己
負
担
で

す
。

・
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

・
高
額
療
養
費
制
度

・
公
費
負
担
医
療
制
度　
な
ど

　
自
己
負
担
が
軽
く
な
る
制
度
も

あ
り
ま
す
。

◆
訪
問
看
護
だ
け
で
在
宅
療
養
で

き
ま
す
か
？

　
訪
問
看
護
師
は
、保
健
・
医
療
・

福
祉
・
行
政
・
福
祉
用

具
や
医
療
機
器
の
専
門

職
、
さ
ら
に
地
域
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と

連
携
し
て
24
時
間
体
制

で
利
用
者
の
在
宅
療
養

を
支
え
ま
す
。

　
在
宅
療
養
を
支
え
る

訪
問
看
護
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
訪
問
看
護
と
は
、
主
治
医
の
指

示
を
受
け
、
訪
問
看
護
師
が
御
自

宅
に
訪
問
し
て
、
利
用
者
様
の
病

気
や
障
が
い
に
対
し
て
健
康
状
態

の
悪
化
防
止
や
回
復
に
向
け
て
お

手
伝
い
を
行
い
ま
す
。

例
え
ば
、

　
「
退
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
け

ど
、
管
が
入
っ
た
ま
ま
家
に
帰
る

の
は
不
安
で
…
」

　
「
最
期
は
自
宅
で
過
ご
し
た
い

と
本
人
は
望
ん
で
い
ま
す
が
、
急

変
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
」

　
「
子
ど
も
に
障
が
い
が
あ
る
の

で
す
が
、
私
た
ち
だ
け
で
世
話
で

き
る
か
不
安
で
…
」

　
そ
ん
な
不
安
に
対
し
て
訪
問
看

護
師
が
お
応
え
し

ま
す
。

◆
訪
問
看
護
師
は

ど
ん
な
看
護
を
し

て
く
れ
ま
す
か
？

　
住
み
慣
れ
た
ご

自
宅
で
病
気
や
障
が
い
の
療
養
生

活
を
送
る
こ
と
は
、
病
院
で
の
療

養
生
活
と
は
異
な
り
精
神
的
に
安

心
感
が
あ
る
反
面
、
医
療
設
備
が

整
っ
て
い
な
い
こ
と
に
対
す
る
不

安
も
あ
り
ま
す
。
訪

問
看
護
師
が
訪
問
す

る
こ
と
で
、
異
常
を

早
期
発
見
し
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

◆
ど
ん
な
人
が
訪
問

看
護
を
受
け
ら
れ
ま

す
か
？

　
主
治
医
の
指
示
が

受診している医療機関（主治医）受診している医療機関（主治医）

訪問看護ステースション訪問看護ステースション

地域包括支援センター地域包括支援センター

病院の地域連携室病院の地域連携室

居宅介護支援事業所
（ケアマネジャー）
居宅介護支援事業所
（ケアマネジャー）

訪問看護師訪問看護師訪問看護師訪問看護師訪問看護師

医療ソーシャルワーカー
精神保健福祉士

医療ソーシャルワーカー
精神保健福祉士

医療ソーシャルワーカー
精神保健福祉士

医療ソーシャルワーカー
精神保健福祉士

医療ソーシャルワーカー
精神保健福祉士

主治医主治医主治医主治医主治医

ケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャーケアマネジャー

歯科医師
薬剤師
保健師

歯科医師
薬剤師
保健師

歯科医師
薬剤師
保健師

歯科医師
薬剤師
保健師

歯科医師
薬剤師
保健師

理学療法士
作業療法士
言語聴覚士

理学療法士
作業療法士
言語聴覚士

理学療法士
作業療法士
言語聴覚士

理学療法士
作業療法士
言語聴覚士

理学療法士
作業療法士
言語聴覚士

ホーム
ヘルパー
ホーム
ヘルパー
ホーム
ヘルパー
ホーム
ヘルパー
ホーム
ヘルパー

利用者
家族
利用者
家族

介護福祉士介護福祉士介護福祉士介護福祉士介護福祉士

827

828829

830
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多職種との連携多職種との連携



今月の街の行事予定

詳しくは公民館にご確認ください。

健康講話

お問い合わせ先
医療法人 西福岡病院 総務課 ☎092-881-1331

外 来 診 察 表
診療科目 月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日 土曜日

午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  後 午  前 午  前午  後

内
　
　
科

内　　　科

呼吸器内科

消化器内科
循環器内科
糖尿病内科
神 経 内 科

外　　　　科
整形外科・リハビリテーション科
泌尿器科
皮膚科
眼科

耳鼻咽喉科
婦人科

緩和ケア内科
腫瘍内科
禁煙外来

中村
原田

國武
安藤（文）（予約制）／山田
大園
下田
非常勤
中垣
勝野

福與
非常勤
非常勤

児玉/中村
原田（15時まで）

國武

松尾

高比良
非常勤

中村
原田
髙野
國武

安藤（文）（予約制）／山田
松尾
井野

非常勤
高比良

福與
非常勤
非常勤
非常勤
川上

副島/飯田
原田（15時まで）
髙野
國武
宮本
松尾
下田

非常勤

川上

國武（予約制）

原田
落合（2・4）
國武（1・3・5）
安藤（文）（予約制）／宮本
松尾

非常勤
中垣
勝野

福與
非常勤

森園／非常勤

副島
原田（15時まで）
吉川
國武

大園
下田

高比良

原田
髙野

安藤（文）（予約制）／宮本
松尾
下田
非常勤
中垣
勝野

福與
非常勤
森園／非常勤

川上

濱本
原田（15時まで）
髙野

松尾

非常勤

吉川
國武

安藤（文）（予約制）
大園/松尾
井野

非常勤
高比良

福與
非常勤
非常勤

川上

副島

落合
國武
山田

勝野

川上

飯田/交代

非常勤
非常勤
非常勤

非常勤
非常勤

※ご質問は各科担当医あるいは外来看護長、外来医長までおたずね下さい。
※変更の場合がありますので、外来直通☎092-881-1371もしくは病院代表☎092-881-1331までおたずね下さい。（一覧表もございます。）
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（事業者個別番号）　　　　　　　　　　　　　　　　　　http://www.nishifukuhp.or.jp●発行／

医療法人
西福岡病院

住　所

講　師

会　費

と　き

場　所

平成28年6月25日（土）

医療法人西福岡病院  本館3階会議室

西区 生の松原3-18-8
糖尿病内科 医師　下田 聖子
無料

午前10時より午前11時まで

☎　092-881-1331

《　　   糖尿病ってどんな病気？ 》今月の
テーマ ／

827

828829

830

高齢者教室
西 陵 公 民 館 ☎092-891-6342

老人クラブ連合会
交流会

◎場所 西陵公民館　講堂
◎内容 高齢者の水分補給と
 バランスのとれた食事
◎講師 大塚製薬（株）福岡支店
 大田原美奈子さん
◎対象 60歳以上の方
＊なお、12:30から演芸会
　（対象：各老人クラブ会員）を
　行います。

西陵校区カローリング大会

◎場所　西陵小学校　体育館
◎指導　スポーツ推進員 山本政司さん・中村眞理子さん
◎共催　体育振興会

子育てミニミニひろば
七夕会

～ふれあいサロンかよう会さんと一緒に～
日時 6月16日（木）
　　 10：00～ 12：00
◎場所 西陵公民館
 児童等集会室
◎対象 0 ～ 3歳児と
 保護者
◎指導 保育士 大歯美穂子さん

日時　6月24日（金）
　　　10：30～

日時 6月19日（日） 9：00～12:00

※変更がある場合がございますが、上記のように予定しております。 ●参加無料、予約は不要ですのでお気軽にお立ちよりください。

呼吸器教室のご案内

医療法人 西福岡病院　☎092-881-1331（代表）お問い合せ先

喘息やCOPDなど呼吸器疾患の患者様とご家族の方を対象に呼吸器教室を開催しています。

第1火曜日
10:00～10:15
10:15～10:30
10:30～10:45

病気について 医師

薬剤師
栄養士

第3火曜日
10:00～10:15

10:15～10:30

自分で体調管理しましょう 看護師

息切れの起こりにくい動作を
マスターしましょう リハビリ

開催時間 講義内容 講師 開催時間 講義内容 講師

吸入器の特徴と使用方法
呼吸器疾患の食事療法

毎月第1・第3火曜日 10時～11時日時 6階病棟ロビー場所


